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令和４年度現職研修助成事業研修概要 

 

柳井市立日積小学校 

１ はじめに 

  本校は、柳井市北部に位置し、豊かな自然や人情あふれる人々に囲まれた、全校児童

２３名、複式学級３学級、特別支援学級１学級の小規模校である。学校教育目標を「ふ

るさとに誇りをもち、心豊かで主体的に生き抜く日積っ子の育成」と掲げ、めざす児童

像を「考える子、思いやりのある子、実践する子」とし豊かな人間形成を目指している。

その具現化に向けて、学校・家庭・地域の絆を深め、協働体制を強化し、教育活動の充

実を図りながら、共に子どもたちの学びを支えている。 

 

 

２ 研究主題 

本校は、素直な子どもが多く、課題に対して意欲的に取り組むことができる。また、

友達や地域の人々等とのかかわりの中で、進んで探究し、自分の考えを伝えようとする

姿が見られるようになってきている。しかし、書くことにより表現したり、他者と交流

しながら考えを広げ深めたりすることについては、課題が感じられる。また、学習した

ことを、次の学習や生活場面に生かしていく力を身に付けることも必要であると考える。 

昨年度より、研究主題を「ふるさとに誇りをもち、主体的に生き抜く児童の育成」と

設定し、研究に取り組んでいる。日積地域の教育的資源、少人数ならではのよさを生か

した教育活動を展開することで、子どもたちが、ふるさとを見つめ、学びを確かなもの

として、主体的に生きていくことを期待して、実践を重ねている。これまでの成果と課

題を踏まえ、今年度は、「学びをつむぎ、知を拓く授業の創造」と副主題を設定し、取り

組むこととした。直面する様々な場面において、自分の経験や知識・技能を活用すると

ともに、他者と協働して問題を解決していくことが大切である。多様な見方や考え方を

もつ他者とかかわる中で、自らの考えを振り返り、学びを再構築していくことのできる

子どもを育てていきたい。そして、自ら知を拓き、新たな方策を見付けて課題解決に向

かう力、実生活につなげていく力を育んでいきたいと考えた。そこで、子どもたちが他

者と考えを語り合う「学びをつむぐ」場を工夫すること、子ども一人ひとりが学びの世

界に浸り、自己省察しながら「知を拓く」ことのできる場を工夫することに重点を置き、

授業づくりを進めることとした。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 研究の内容 

  研究仮説のもと、以下の４つの研究の視点を基に、授業研究や教育活動全体を通して

検証していくこととした。 

 

【研究仮説】 子どもが課題解決に向かう過程において、他者と学びをつむぎ、自ら知を

拓いていくための働きかけを工夫することができれば、ふるさとを見つめ、

主体的に生き抜く力を伸ばしていけるのではないか。 
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（１）学び合いにつながる授業づくり 

・学習規律の徹底、学習環境の整備 

・問題解決的、探究的な学習過程の工夫 

（２）「学びをつむぎ、知を拓く」授業の工夫  

・「学びをつむぐ」場の工夫 

・学び合いの活性化のために「視点」提示 

の工夫 

・発問の工夫 

・「知を拓く」ことにつながる振り返りの 

充実 

（３）複式学級の特性を生かした授業の創造 

・指導計画作成、教師の支援等の工夫 

・ガイドとフォロワーの協働的学習の工夫 

・複式学習や個人差に対応したＩＣＴの効 

 果的な活用 

（４） ふるさとへの思いを育む教育活動 

・目的にそった地域人材や地域資源の活用   

・学校・地域連携カリキュラムを基にした 

 授業づくりの工夫 

・単元のつながりや他教科等との関連を図 

った授業構想 

 

４ 研修組織と研修計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学びをつむぐ」「知を拓く」場の工夫 

発達段階に応じてまとめた表（ステップ１～３）  

３ 研修組織と研修計画 

（１）研修組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高学年部 

葉若    

教頭    

非常勤講師 

研修推進委員会 

(校長､教頭､教務主任､研修主任) 

校内研修部会 

・校内研修の推進 

・授業研究会の企画・運営 

低学年部 

栁本 
養護 

校長 

中学年部 

久永 

河野 

非常勤講師 

 

学力向上部会 

・学力調査等の分析 

・学力向上プランの作成 

・個人カルテの作成 

授業研究推進 

チーム 
校長 葉若 栁本  

複式授業研究 

チーム 
久永 河野   

学習環境整備 

チーム 
教頭 濵本 西郷   

研究大会企画・運営 

校長、教頭、教務主任、研修主任、事務主任 

（１）研修組織 
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（２）研修の年間計画 
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５ 具体的な取組 

（１）学び合いにつながる授業づくり 

子どもたちが主体的に友達と関わり、学びをつむいでいくための土台として、学習

規律の徹底や環境の整備を行い、落ち着いた学習環境をつくることが大切である。そ

こで、学習規律表を作成し全教職員で共通理解をして取り組んだり、ユニバーサルデ

ザインに基づいた教室掲示を考え、統一を図ったりしてきた。そうすることで、静か

な環境で、落ち着いて学習を始める子どもの姿が見られた。 

また、子どもたちが思わずやってみたくなるような、そして、友達と学びをつむい

でいきたくなるような、問題解決的、探究的な学習の設定も工夫してきた。例えば、 

単元の始めに、子どもたちが「なぜだろう。」「調べてみ 

たい。」と思えるような、実生活と関わりのある課題を投 

げ掛けることで、「こうなるのではないかな。」と予想を 

立てたり、「こうしたらよいのではないかな。」と改善案 

を考えたりする生き生きとした姿が見られた。単元を通 

して、課題意識が連続発展していくような学習の流れを 

工夫することで、学び合いの必要感をもたせていきたい。 

（２）「学びをつむぎ、知を拓く」授業の工夫 

子どもたちが、課題に対する考えを他者と伝え合い、 

学びを深めていくことができるよう「学びをつむぐ」場 

を工夫している。その中で、子どもたちが、どのように他 

者と考えを交流し、学びを深めていくとよいかわかるよ 

うに、つむぐ言葉を可視化し、整理していくようにした。 

子どもから出た言葉を価値付け、ボードに書き加えてい 

くことで、意欲的につむぐ言葉を活用しようとする子ども 

たちの姿が見られた。また、つむぐ言葉を活用していく中 

課題意識をもって調べている様子 

「学びをつむぐ」言葉の掲示  
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で、自分の考えと友達の考えを比べたり、資料や自分の経 

験などから得た根拠を基に伝え合ったりしながら、学びを 

つむいでいく姿も見られるようになってきている。同時 

に、子どもたちが主体的に「学びをつむぐ」ことができる 

よう、考えの表現方法を工夫した。子どもたちは、カルタ 

やポップ、短冊などに楽しみながら表現し、それらを基に 

交流することで、自分と友達の考えを意欲的に比較したり 

関連付けたりすることができ、思考の深まりが感じられた。 

また、子ども一人ひとりが学んだことを振り返り、新たな価値 

を見出したり、考えを強化したりしながら、学びを再構築してい   

くために、「知を拓く」場を工夫している。その中で、子どもた 

ちがどのような視点で振り返るとよいのかが分かるように、３ 

つの視点「かかわりから気付いたこと」「分かったこと・できた 

こと」「これからしてみたいこと」を提示し、学習のねらいに応  

じて振り返ることができるようにした。その際、子どもから出さ 

れた言葉を取り上げ、視点ごとに整理して掲示しておくことで他 

の学習においても、振り返りをする際の手掛かりとなった。そう 

することで、友達や地域の方との関わりから自分の学びを深めたり、生活や学習につ 

なげたりする意欲的な言葉が子どもから出てくるようになった。「知を拓く」ことが、 

子ども一人ひとりにとって、真の学びとなるよう、一層の工夫をしたい。 

（３）複式学級の特性を生かした授業の創造 

   教科等の特性を踏まえて、複式で行う教科と、Ａ年次と 

  Ｂ年次に分けて２年間を見通して実施する学習を教育課程 

に位置付けている。そうすることで、より効果的・効率的 

に学習を進めることができると考える。 

複式学級での授業に向けては、「ガイド学習の手引き」や 

「日積小ガイド学習系統表」を作成し、それらを活用しな 

がら取り組んできた。ガイド役の子どもが「学習の進め方」 

（手引き）を活用し、流れに沿って進行することで、子ど 

もたちが協働的に学習することができるようになってきて 

いる。発問を精選し、１つの問いに対して子どもたちが探 

究していけるような授業づくりを行い、教師が間接的に見 

守り、適切な場で支援ができる授業をめざしていきたい。 

 また、小規模校の特性を活かし、近隣の小学校とリモート 

で学習を行っている。子どもたちは、新たな視点をもち、 

考えを広げることができた。ＩＣＴを効果的に活用し、日 

常的に交流学習の場を設定し、学びの充実を図りたい。 

（４）ふるさとへの思いを育む教育活動 

   昨年度に引き続き、学校運営協議会委員、学校応援団、教職員で、「めざす子どもの

姿」について話し合い、学校・地域連携カリキュラムを基に、生活科・総合的な学習

の時間の授業づくりを行っている。授業のねらいに沿って、活用できそうな地域資源

や人材について交流したり、学習活動について吟味したりしながら単元構成を行った

友達の考えを動画で提示  

複式授業で考えを伝え合う様子  

近隣校と ICT を活用しての交流 

振り返りの視点の提示  
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ことで、研究主題に迫る授業実践へとつなげることができた。また、実際の授業の際

にも多くの方が関わってくださった。ゲストティーチャーとして、地域の特色や実態、

思いや願いを話していただくことで、子どもたちは、課題を現実的に捉え、その解決

のために主体的に取り組んでいく姿が見られた。子ども自ら、どんなことができるか

考え、実践していくことができるよう促していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 成果と課題 

（１） 成果 

  ・視点１「学び合いにつながる授業づくり」として、学習規律の徹底や環境の整備に

取り組むことにより、子どもが落ち着いて学習することができた。また、問題解決

的な学習を設定することで、主体的に学びに向かう姿が見られるようになってきた。 

・視点２「『学びをつむぎ、知を拓く』授業の工夫」として、「学びをつむぐ」場面、

「知を拓く」場面で、めざす子どもの姿をステップ１・２・３の段階に分けて表に 

 整理し、それを基に取り組んできた。また、発問や手立てを工夫することで、自他

の考えを比較したり関連付けたりしながら考えを深める姿が見られた。 

・視点３「複式学級の特性を生かした授業の創造」として、近隣校とのオンラインに

よる合同学習を取り入れたことは、学びの充実のために効果的であった。 

・視点４「ふるさとへの思いを育む教育活動」として、地域の教育的資源を生かし、

地域と共に授業づくりを行ったことで、学習の充実につながった。また、日頃から

地域と関わることで、子どもたちは、地域を身近に感じ親しみをもつことができた。 

（２） 課題 

・「学びをつむぐ」場を学習過程に効果的に取り入れ、学習のねらいに応じて、手立て

をより工夫していく必要がある。また、「知を拓く」場の充実も図っていきたい。 

・子どもが学び方を習得し、自ら選択し主体的に学んでいくための工夫をしたい。 

・地域の人々への感謝の気持ちをもって自分たちにできることを考え、実践していく

ことが大切である。ふるさとに誇りをもち、地域で活躍する姿を求めていきたい。 

 

７ おわりに 

  これまで、研究主題である「ふるさとに誇りをもち、主体的に生き抜く児童の育成」

をめざして取り組んできた。子どものたちの成長を感じて喜び、地域の方とともに授業

つくる楽しさを感じて感激し、一方で、なかなか思い通りに進めることができないもど

かしさを感じながら、一歩一歩進んできた。これからも、“小規模校だからこそ！”“小

規模校ならでは！”のよさ、そして“授業づくりの楽しさ！”を味わいながら、楽しく

実践を重ね、「ひづみんスタイル」を発信していきたいと考えている。 

授業について語り合う様子（熟議） 地域の人の案内で現地調査  地域の人との意見交流の様子  


